
公益財団法人神奈川県体育協会 

寄付金の税制優遇制度について 

 

 

  

 本会は平成２４年４月１日より公益財団法人に移行し、公益財団法人神奈川県

体育協会となりました。 

公益財団法人への寄付金は税制上のメリット（寄付金控除）を受けることがで

きます。 

 

 

寄付金等の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賛助会費 

個人：一口５千円以上 

団体：一口１万円以上 

特別協賛金 

 

一口１０万円以上 

競技力向上積立事業 

寄付金 

一口１０万円以上 

広告料 

内容により２万円～ 

１０万円 

 

 

その他の寄付金 
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広告料に該当するものを除き 

寄付金控除の対象になりま

す。 

 



寄付金控除の概要 

 

法人が支出する寄付金の場合 

 

各事業年度で支出した寄付金のうち、公益財団法人である本会に対する寄付

金については、一般の寄付金損金算入限度額と別枠で損金算入限度額が設けら

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１ 一般の寄付金は法令の定める損金算入限度額があり、①のみ損金

算入が可能ですが、この限度額を超える部分の金額は、所得金額の計

算上、損金に算入されません。 

＊２ 本会への寄付金は①と②の合計額を損金算入することができます。 

 

 

（例）資本金１，０００万円、年間所得５００万円の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本会に対する寄付のみとした場合、２１２，５００円まで損金に算入できます。 

① 一般損金算入限度額 

（資本金等の金額×０．２５％＋年間所得金額×２．５％）×１／４ 

② 特別損金算入限度額 

（資本金等の金額×０．３７５％＋年間所得金額×６．２５％）×１／２ 

①一般損金算入限度額 

(1,000 万×0.25％＋500 万×2.5％) 

×1/4＝37,500 円 

①特別損金算入限度額 

(1,000万×0.375％＋500万×6.25％) 

×1/2＝175,000 円 

損金算入限度額 

212,500 円 

寄付者 

（法人） 
寄 付 金 公益財団法人 

神奈川県体育協会 



寄付金控除の概要 

 

個人が支出する寄付金の場合 

 

その年に、公益財団法人である本会に対して行った寄付金のうち、 

２，０００円を超える金額に対して所得控除が受けられます。 

 

 

（例）年間総所得が５００万円で、１万円寄付した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１） 総所得金額の４０％相当額が限度 

（注２） 所得税額の２５％相当額が限度 

 

※税制は毎年のように改正されますので、最新の状況については、税務署にお尋ねになるか、 

国税庁のホームページ（http://www.nta.go.jp/）でご確認のほどお願いいたします。 

当サイトに記載されている情報は、必ずしも最新のものでない可能性がございます。 

寄付者 

（個人） 
寄 付 金 公益財団法人 

神奈川県体育協会 

寄付金額（注 1）－２千円 

＝所得控除額 

 

（寄付金額（注 1）－２千円）×４０％ 

＝税額控除額（注 2） 

 

 

 

10,000 円－2,000 円＝8,000 円  

＜所得控除額＞ 

 

8,000 円×所得税額（20％） 

＝1,600 円 ⇒ 節税 

 

(10,000 円－2,000 円）×40％ 

＝3,200 円 ＜税額控除額＞ 

                          

⇒ 節税 

② 税額控除の適用 

（今後申請予定） 

 

① 所得控除 

の適用   

http://www.nta.go.jp/

